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CERRA-LEJ  第 回 開   日 語教育 難   構造 表現  
2003年  6 23日於 第 大学 

 
 

日 語 ｲ 習得 難    ～ 例   
 

第 大学  牛山 和子 
 
 

ワ  :  « ン ｲ »  ;  « ン文法 »  
 
1.    
 
回 CERRA-LEJ 開 共通 日 語教育 難   構造

表現 構造 表現 いう 柄 改 考え 学習者 言語

構造 理解 絶対的 難 い い  
知識 表現 運用  持 い 言語

理解 難 い 言え い いう あ 表現 適 形 使用

発話場面 話題 話 相手 関係 い 所謂会話 ン 他

言語 好 言い回 構文 談話 構成 型 理解 い

あ うい 表現 習得 難 日 語 学ぶ学生 通 自 自

身 ン 語習得 過程 通 常 感  文法的 構文的  ( ) 誤
い発話  イ イ あ ういう言い方 い う   

 
回 ～ ｲ習得 難 自然 適 運用

いう 難 いえ い う  
 
稿 種類 (後述) 通  ～ 基 的 ｲ 機能  改  

確  日 語学習 現場 役立 い 思う  
 
 
2. イ 定義 : ン 日  
 
日 語  い 先行研究 多

1  日 語教育 習得

難 い 研究報告 あ  話 言葉 ～ 限 研究 書 言

葉 ～ 多 い う あ 自身 実際 日 語教育 現場 観察 通

～ 適 運用 確 ン 人日 語学習者 難 あ

感 い   回 話 言葉 ～  イ

日 語教育 立場 再検討  考察  学習者 わ

 ～  使い方 提示 い イ表現  会話 中  自
的確 運用 う い い 回 研究 動機 あ

研究 理論的前提 イ 定義

2 い 簡単 確 い 思う  

                                                 
1 松岡弘(1987) :  ;  春美(1992) :  

日 語教育  金丸春美 (1990)  ～ 誤用 析 (形 誤 非用 適 使用)
あ  

2 Antoine Culioli ｲ ン 区  (1975-1976) 前者 論理学 文法論

意味論 用語 主 時制 詞 構文 言語要素 観察 後者 記号論

語用論 用語 主 発話者 言語行動 研究 対象

  (V.de Nuchèze & J.-M Colletta (éds) (2002), Guide terminologique pour l’analyse des discours, p.117) 
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ン イ い 関心 あ 中世 端 発

格的 ｲ研究  イイ (Charles BALLY 1932) 文 構成要素 dictum 
 modus 考え 始 日 語 dictum 題 言表

態  modus  イ 言表態度 訳 い  
 
イイ  イ 定義 3 イ 発話内容 い 発話者 知的

情緒的 意思的 断  あ い 物 見方 心的状態 表 言語指標  
 

ｲ 関 研究 日 い 金 春彦 時 誠記 寺村 夫 研

究 降 多 研究者 い イ いう概念 い

基 的  イイ 様 視 研究 い 考え いい う  
 

え  益岡隆志  1999年 論文  イ 次 う 定義 い  
 

(…) 文 表現主体 独立 客観的 態 表 部 題 ぶ 表現 
主体 発話時 断 発話 伝 態度 表 部   イ ぶ  

4  
 
 
3. ン ｲ 
 

イ 類型 見 真偽 価値 断 示  ウ イ 推定

表  ウ イ い い 意味 担う イ

5 あ 比

明 イ いわ  ～  (～ ) 特 会話 ～  う
～  発話 聞 手 伝え得 実質的 情報価値 直接 関 い

いう あ う 思わ   
 
真偽 断  ～ う(～ う) 例 見 う  

A. 明日 雨  
B. 明日  雨 う  

 
記 文  比 A文 B文 聞 手 得 情報価値 大 変わ

 聞 手  明日 雨  いう確定情報 え 対   明日 雨

う  いう 非確定情報  (推定 予測)  え  真偽 断 イ あ

～ う(～ う) あ 態 (明日 雨) 密接 結 情報価値 担 い

言え   
 
次 ～  含 文 含 い文 見 う  

C. 明日 雨   

                                                                                                                                                         
定義 従え 稿 扱う内容 ン 関 言え う  稿 い

般的 用い い 用語 ｲ 用い  
3 «[ La modalité est] la forme linguistique d’un jugement intellectuel, d’un jugement affectif ou d’une volonté 
qu’un sujet pensant énoncé à propos d’une perception ou d’une représentation de son esprit […] ».  
C. BALLY (1942), « Syntaxe de la modalité explicite », in Cahier de Fernand de Saussure, N°3, Genève. 
Cf. PAVEAU, M.-A. et  SARFATI, G.-E. (2003), Les grandes théories de la linguistique. De la grammaire 
comparée à la pragmatique, p.92. 
4 益岡隆志(1999) 言語 vol. 28 No.6 題 境界 p.46 
5 益岡隆志 次 種類 あ い  :  真偽 断 ウ 価値 断 明

表現類型 表現 寧  伝 態度   (益岡 1999 48) 



 3 

D. 明日 雨  
 
C 文 Ｄ文 見 発話  共  明日 雨 いう確定情報 伝え い

言い換え  ～ 無  基 的  情報価値  独立 言え

Ｄ  発話 聞 手  実質情報 外 伝え い   ～ イ 担

う 先 見 真偽 断 イ う( う)  う  あ 言表 態 密接

関わ 実質的意味内容 い 情報 話 手 心的状態 関わ 情報 あ   
～ 使う  話 手 発話内容 聞 手 対  思い 表現

いえ う  
 

う あ 要素 い ン 価値 変わ う いう

 ～ イ  特徴 あ う  思わ うい

イ イ  わ  ン イ 次 う 定義

い 思う  
 

ン イ 発話 伝え 実質的 情報 寄 添う形

6
表  

発話内容 ン 付加的価値 え  語調調整 (強調 緩和)  
感情伝  (中立 思い入 ) アン えう 言語指標 あ  

 
 暫定的 定義 あ 照 回問題 ～  伝 態度

表 終助詞  7 ン ｲ 相当 考え  
  会話 間投詞 (あ う ええ う～  ) イン ン 会話

間 ( )  書 言葉 括弧 い 広い意味 言え  
ン ｲ 捉え 思う  

 
 
4. 観察 析  
 

観察 析 入 い 思う 手順 次 通 あ   
問題提起 資料  ン 人日 語学習者 ～  使用 い 観察  
(  ) 次 母語話者 あ 日 人 ～ 使用 種類 源

(  2, 3, 4) 収集  日 語母語話者  ～ ｲ機能 整理

類 試  
   
4.1. ン 人日 語学習者 ～ 使用例 
 

例 第 大学 LEA (Langues Etrangères Appliques)英語 日 語専攻  
年生 年生  学生  ～   使用 抜粋

8
あ  

<1-1 > 
1  先 何  
1  旅行  
2  ああ う  い  
2   ＴＧＶ 行   

        乗  
                                                 
6 真偽 断 表 ウ  価値 断 提示  対照的 実質的 情報

入 形  表 ｲ 言え う  
7 先 紹 益岡隆志 類 参照 い (Note 5)    
8 仏語和訳 解答  学生 書い 会話文 訳 いう 学生 ～

表現 運用 端 観察 思う  
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NB.   形  習 あ  
 

<1-2> 
A1   明日 病院 行  
B1   う  
A2   あ 大 夫   

2.1  見 行 病気   
2.2  会い 行 病気  

 
 < - > A B い  自然 感 否 意見

い 日 語母語話者 う 行 い

う表現 選ぶ い う  < - 2>  2.1 2.2 ～ 使用

い い  物足 う 感  逆  <1-1> B2 日 人 特

ン い 最後 文 続 ～ 使う 少 い

い う  和感 う  象 来  日 人

観察  ～ イ機能 析 通 考え い 思う  
 
 
4.2.  日 人 ～ 使用 実際 
 

  日 人 実際 使用  ～ イ機能 類 い わ

次 資料 収集   
 

 日 語 教科書  Parlons japonais I, II  (2000 2003)   ( PJ 1 PJ 2 表記) 
 日 雑  ワ ン No. 511 (1999)   ( CR 表記) 
 イン イ 抜粋 2003年 5  検索 (  IN 表記) 

 
資料  約 400 ～ 含 文(会話体)  観察 観察 対象 い

基 的 形  ～ 形 絞  ～ あ  ～

形 中 表 ～ 他 イ表現 共 使わ ～

い い

9
具体的 言う 質問文内 ～ 応答文内

10  ～
質問文  発信文 表  出 表現 ～  言い 避

 ～  ( )  絞 観察   基 的 形  ～ 用法 数

多 観察 表現 中核的 ン イ機能 見え

い 思 あ  
 
 
5. 析 :  ～ 中核的 イ機能  
 

あ わ  約 400  ～ 使用例 観察 結 ～ 中

核的 ン イ機能 情報 明 確 要求  提示  
対 話者  関心 興味 思い入 ア あ

11 定義

思う   
  

                                                 
9  イ 特 ン イ 析 い   ( vs. イン

) 発話形式 ( イア  vs. ) 考慮 入 観察 範囲

大 思わ  
10 応答文 あ 質問 対 答え 文 発信文 質問文 応答文 外 会話構成文 特 話題 提供

文 指  (例 昨日 海 行  )  
11  応答文 発信文 関 実情 明 機能 あ  (後出 表 参照 い)  
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例え  質問文内 あ わ ～  表現 支え 話者 表的 発話動機

簡単 言語化  (  ) 興味 関心 あ 教え

い  応答文 発信文 あ わ  ～ 発話動機 (わ
) 伝え い 聞い い 思う  

 
  例 あ ( 線 稿筆者) 

 
<2.1.1> 
A1 ン ン 度 夏休 何  
B1夏休 ア い  
A2 え ア 何 行  
B2ア 会社 研 う 行 (PJ I 100) 
 
<2.1.2> 
A1 い 買  
B1  入学祝い 父 PJ I 114  

 
 
2.1.1 2.1.2 中 質問文 (2.1.1 A2 2.1.2. A1) 表   « ～  » 共 話題 対

情報要求  話題 対  話者 関心 示 い   応答文 (2.1.1. B2 2.1.2. B1) 
い 話者  あ 思い入  (喜 ) 求 情報 提示 い  (ア
い ) い いい 思う  

 
ア 機能  常 思い入  関心 表 いわ 背 情

報 役割 担う あ ～ 表現 主 発話 情

報 伴 あ い  言語要素 結 い  出 変わ

う あ 具体的 言う 背 情報 ア ～  所謂 発話 出 部

 接続助詞 伴 多 表  思い入 関心 ア いう 語

調緩和 寧 い 話 手  « 配慮 » 指標 言え 思う い  例 あ

 ( 線 稿筆者)  
 

<2.2.1> 
あ 質問  日 語 発表

い う  (PJ II 199) 
<2.2.2> 
[ 作 ] 日 全国 海外 送 い 皆

楽 い (CR 33) 
<2.2.3> 
ア 聞 慣 い  ういう意味  (IN mai 03)  

 
 

3 例 発話 出 部 中心部  ～ ～  (
表現形 ン) 使わ い 観察 明 う  
出  ～ 話題 展開 背 的情報 話題 入 い 役割 担 い

場合 広い意味 言え  聞 手 配慮 い ン

ア 機能 あ う 思わ 明 簡単 表 形 示

い 思う  
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  ～   基 的 イ機能 類 ～  習得 手  ン文法 (試案) 
 

                                                                  .  情報 感情  ア 機能  ( 関心 興味 思い入  指標 )  
B. 背 情報  ア 機能 ( 語調緩和 寧 指標 ) 

Note : 記 例文 引用 あ 例文中 枠囲 部 広い意味 ～  応表現 (後述) 示 い  
質問文内 あ わ ～  応答文 発信文内 あ わ ～  

 情報 明 確   
    求  
 
 
 
 
 
 

 :   
ホワイ   

う う  
世界 初 建設機械  
う  治  

う 無料  
 
高い！￥7800  

いい  
え 全部  

水 効能   凄い  
 

 :  
ＮＺ 行 予定  [  

いいホ 教え ]  
 
 

 情報 明 確  
     提示  
 
 
 
 
 
 
 
 
  実情 明 講義  

 :  
い   

[ええ う]  う  
 
B : 

子供 2人い 子 年生

 [ 掃除 手伝 ] 
通 人 撮 い  

[写真 い ] 
 

 : 
工夫 省   

 
実 将来 人数 店 い  
決 い  
腸内細菌 花粉 抗体 作  
イ 役割 要  

会話文法 ン文法  ( 自然 会話 留意 ) 

日 人話者 通常 例外 ～ 選択 強い関心 興味 思い入 驚 込 明 求 明 提示 場合 あ  
   (例 顔色 悪い う  頭 い い  ／ う う  う  明日  行  ) 
 
 関連 思わ 希望 願望 好  関心 積極的 示 場合 日 人 通常 ～ 使う (例  大好 ) 
 
  « ン文法 »  観 言う ～ 続 使わ い う い 続 使う ～ 話題 対 ア  
機能 え 発話 必要  明的 聞 手  和感  自然  象 え う 険 あ 避 当 自 相手   
聞 い 伝え い 会話中 ア イン ～ 使う う 回  発話 (相手 会話交 単位)  中 度

続 い う い 思わ   ～  迷 発話 最後 発話 自然 感  
 
話題 提示 際 ～ ( ) … 出 語調 緩和 寧 表  
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6. ～ 応表現  
 

表 日 語母語話者 再検討 あ 種 語 共 使

う ～ ア 効 高 い わ 所謂 ～
応表現 い い 記 表 中 枠囲 示 い   
 
～ 応表現 例 表中 見 う あ 種 強調 驚 表 間

投詞  終助詞  詞 イン ン  疑問詞  語的表現  接頭辞  願望表現指標 (例 : 形
容詞 い  助動詞 ～ い ) あ  
 

  い 例 あ  
 

<2.3.1>  あ う イ い <躊躇 遠慮>  
              (PJ I 141) 
<2.3.2>  特 大好 <強い思い入 > (PJ I 155) 
<2.3.3> あ え    ワン <強い思い入 >      
              (PJ II 18) 
<2.3.4> [ 漫画 ] い <強い思い入 >  (IN) 
<2.3.5>  ～ 虫歯 あ～ <強い疑問>   (IN)    
<2.3.6>  え  全部 <強い驚 >  (又 <強い抗議> ) (IN)    
<2.3.7>  い 当 旨い 立 食い <強い思い入 >  (IN)    
<2.3.8>   相談 い  <強い願望>  (IN)  
<2.3.9> 実 要 <実情伝 >    (IN)    
<2.3.10>脳 皿 足 25% 手 25% あ 50%  あ  
              情報 得 <強い驚 >   (CR 20)   
<2.3.11>人形遣い う 思  実  初 い  ( い )    
              <実情伝 >   (CR 27)    

 
例 ～ 応表現 結   感情

例 言え い  遠慮  強い思い入  (強調)  驚 願望 実情  積極的
ア 観察 うい  いわ  応表現 会話 ン

則  徐々  学習者 提示 い  ～ 持 イ機能 理

解 効 い う   
 
 

.  ン文法  :  ン イ習得   
 

日 語学習者 自然 形  ～  使い う 日

人 ｲ 好 使う会話場面 提示 理解 う 大 思わ

  ン文法 学習 あ  (前出 表 最終段参照)   表 示

う ン文法 ～ 自然 使用 次

イン 挙 い  
 

 日 人   例外 ～  選択 場面 ン  理解 
      (強い興味 関心 思い入 驚 込 明要求 明提示 場面)  
～ 持 ア 機能 理解  
～ 適 使用 理解  (過 使用 注意 ) 
～ 背 情報 伴う談話 出 又  談話 用法  

      理解  
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う 先 見 学生  (§4.1) あ 種 自然 主 何

来  明 う 思わ え  1-1  B2 会話 流

い   明的 い う  情報 ア 必要性

高 い ～ 繰 え 用い い 若干 自然 感

原因 い う 思わ  
 

 <1-2>  A2.1  A2.2  逆  ア 性 高い情報 明提示  ～
用い い い 生 日 語 会話 自然 物足

いう問題 い う  
 

§3 見 う ～ 運用 何故 い 考え

先 少 触  基 的 質問文 (～ ) 応答文(～ )  発信文 (～
／～ …) ～  表現 あ 聞 手

伝え 実質情報 価値 基 的 変え い  ～ 情報

骨子  伝わ  学習者  あえ  ～ 使わ い可能性 あ いう 考

え  
 

情報 明 会話 流 中 ア 情報 ア 明 う 断

 ～ 使う う 特 ン 除い 基 的 発話者

選択 委 い いう あ 思う  使用 非使用 制

限 比較的緩  基 的 自 あ いう ～ 使い  
難 あ い う  
 
 

. え  :  ～ ン イ習得 学習活動  
    い  
 

述  ～ 持 ン ｲ 理解 教室

活動  い い あ 思う  自 好 興味 あ い

短い発表 い  学生 士 イン 合う いう 方法 思う  
 
人 あ い 数人 作  人 学生 好 国   い 短い紹

他 学生 う い  疑問詞 興味 関心 ア

～ 組 合わ う 好  い 国 行  い
質問 発表 学生 答え 際 教え い 聞い

欲 い いう いわ  ア 情報 ～ 使 答え 学生 学

習 応 先 あ  ～ ン文法 応表現 紹

 い う表現力豊 自然  « 発表 イン  » 活動 い 出

来 思う  
 
う   教室作業 通 学生 徐々  ～  持 豊  
ン イ 理解 使い う 願 い   
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